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チェック欄 品名 寸法又は規格 数量 備考
A部材 350mm×60.5mm×24.5mm 1 ラワン材又は相当品
B部材 600mm×50.5mm×24.5mm 1 　　　　　　〃
C部材 570mm×60.5mm×24.5mm 1 　　　　　　〃
D部材 450mm×50.5mm×24.5mm 1 　　　　　　〃
ジグ材料 300mm×60.5mm×24.5mm 1 　　　　　　〃
合板 600mm×450mm×3.0mm 1 シナ　現寸図及び定規用
木ねじ 呼び径4.5mm　長さ50mm 2 鉄・十字穴付き皿木ねじ
鉄丸くぎ 長さ19㎜ 6 定規用

〇工具類

チェック欄 品名 寸法又は規格 数量 備考

作業台 1
削り台として使用できる台（あて
板）、又は立式の机等

延長コード 100V 適宜
両刃のこ 1
胴付きのこ 1
ほそびきのこ 1 相当品も可
平かんな 中仕上げ及び仕上げ 各1
切り面かんな 1
しゃくりかんな 12mm又は15ｍｍ程度 1
大入れのみ（追入れのみ） 3mm～24mm 適宜 しのぎのみも可
突のみ 6mm～24mm 適宜 しのぎのみも可
向こうまちのみ 3mm～9mm 適宜
底さらいのみ又は鎌のみ 1
ほぞけびき（のみけびき） 9mm 1 穴、ほぞ用、かまけびきも可
筋けびき 1
しらがき（しらびき） 1

直角定規 1
木製又は金属製のもの
スコヤも可

斜め定規（自由定規） 1
木製大がね 1
留め定規 1
さしがね 1
ものさし 適宜 相当品も可
コンパス 1
ノギス 1
げんのう 適宜 木づちも可
十字ドライバー No.2 1
端金 600mm程度 適宜 クランプも可
打ちあて（あて木） 適宜 端金のあて木にも使用

電気ドリル又は
ドリルドライバー

1
充電式も可
クリックボール（またね）も可
インパクトドライバーも可

同上用ドリル 適宜 下穴及び座ぐり用

【随時２級　家具手加工作業】

　千葉県での受検では下記のものを人数分必ず持参して下さい。

　「実技試験問題に『支給材料』『使用工具等』と書かれているもののうち、持参が必須のものの案
内です」

実技試験　準備品リスト

※削りしろを見込んで手押しかんな盤及び自動かんな盤を使用して、所要の寸法に削って仕上げること。
ただし、支給材料の寸法を0.5mm程度の削りしろを見込んでもよいものとするので、
直角と真直度については、特に留意すること。



チェック欄 品名 寸法又は規格 数量 備考

ドライバービット No.2 1 木ねじの締付け用
きり 四つ目又は三つ目 1
油つぼ 1
木口台 90°及び45° 各1 試験課題専用のものは不可
鉛筆及び消しゴム 適宜
作業服及び上履き 一式 作業に適したもの
受検票 1 コピーしたものは不可

実技問題
当協会から交付した原本
 ※試験結果が出るまでは処分しな
いこと

1 コピーしたものは不可

筆記用具 鉛筆　消しゴム等 一式
清掃用具 清掃用具及びゴミ袋 一式
飲料 適宜 水分補給用

　　　 6　試験課題専用に位置決めされたけびき、加工されたジグや工具の使用は、不可とする。
　　　 7　「飲料」については、各自で試験会場の状況や天候等を考慮の上、持参すること。

　　　 2　受検者が不必要と判断するものは、持参しなくてもよい。

　　　 5　木口台については、部材の大きさに合わせて加工したものは不可とし、箱形留め木口台を持参する
　　　　　場合は、加工可能幅120mm以上のものであること。

(注） １　使用工具等は、上記のものに限るが、同一種類のものを予備として持参することは差し支えない。
　　　　　なお、充電式工具を持参する場合は、予め充電しておくこととし、バッテリーの予備の持参も可とする。

       3  のこ、かんな及びのみについては、替え刃式のものも可とする。
　　　 4  座ぶとんを持参して使用することは、差し支えない。


